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　世界保健機関（ＷＨＯ）は２０１９年７月に、コンゴ民
主共和国（旧ザイール）でのエボラ出血熱の大流行に
ついて、国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態
宣言を発表しました。この一帯で最後まで感染が拡
大していたコンゴ北西部の赤道州では今年１１月に終
息が宣言されました。　
　エボラ出血熱はエボラウイルスによる感染症で、
致死率は２５％から９０％に達することもあります。発
症を引き起こすウイルスの亜属は致死率の異なる５
種類の株が知られています。
　農耕文明の発達と人口の爆発的増加に伴う家畜と
の共存や森林開発により人間と野生動物がより近く
なると、動物由来のウイルスが人間へ感染し、人体
で増殖する過程でランダムに変異を起こし感染力が
増す可能性があります。
　エボラウイルスは自然界ではオオコウモリ科に寄
生しており、感染したサルやチンバンジー等の野生
動物の血液や分泌物との接触により人間社会に持ち
込まれていると考えられています。さらに、人の移
動規模の増大により感染が拡大してゆきます。２０１４
年にはアフリカへの渡航者から欧米でも感染が確認
されました。　
　日本では国立感染研究所のバイオセーフティ最高
レベルのＢＳＬ－４施設にエボラウイルスが研究目的で
保管されています。ＢＳＬ－４の実験室は化学消毒液の
シャワーを備えた気圧調整機密室の奥に隔離されて
おり、研究者は全身を覆う与圧防護服を着て危険な
ウイルスに直接触れる可能性があることからホット
ゾーンとよばれています。　
　エボラウイルス感染症は１９７６年に初めてザイール

と南スーダンで同時に確認され、以来４０年あまりで
３０回以上の集団感染（アウトブレーク）が発生してい
ます。近年では２０１４年～１６年に西アフリカ（ギニ
ア・シエラレオネ・リベリア）で大流行した後、現在
も断続的に発生しています。　
　科学・医学分野のノンフィクションライターとし
て名高いリチャード・プレストンは著書「ホット
ゾーン（Ｔｈｅ　Ｈｏｔ　Ｚｏｎｅ）」で１９８９年にワシントン
郊外のバージニア州レストンで発生したエボラウイ
ルス感染症における一連の出来事を描き出していま
す。霊長類検疫所でフィリピンから商業目的で輸入
されたカニクイザルに集団感染が発生し、人にも感
染した実話を伝染病医学研究所の関係者への取材を
もとに著した作品です。プレストンは、熱帯雨林が
ウィルスの最大の貯蔵地であるとし、環境破壊の進
んだ地域の生態系からウィルスが出現すると「あた
かも死滅しつつある生物圏の悲鳴のこだまのように
人間界に波状的に広がっていく傾向がある。」と述べ
ています。　
　アフリカは近年の高成長を背景に欧米・アジアと
の関係が深まっており、グローバル社会において
は、エボラの脅威はもはやアフリカの奥地だけのこ
とではなく先進国の都市部でも起こりえることを再
認識させられます。　
　国際ロータリーはＷＨＯ、ＵＮＩＣＥＦ、米国疾病
対策センター（ＣＤＣ）やその他のパートナーと協力
しポリオ撲滅のために構築してきたワクチンや薬品
の冷却貯蔵・輸送システムや感染ルートの追跡手法
などのインフラをエボラウイルス対策にも活用して
います。

ホ ッ ト ゾ ー ン

第 　　　　回例会2 8 0 4 12月は疫病予防と治療月間

週報2757号
1963年3月23日創立

2020年（令和2年）　月 　日12 16

会長挨拶 川　畑　宏　二

① ロータリーソング（手に手つないで）　　② 会長あいさつ

③ 会 務 報 告　　④ 出 席 報 告　　⑤ ニコニコBOX披露

本日の主要
プログラム 年 次 総 会



　１２月６日開催の第二回川畑会長杯のゴルフコンペの
お手配をしていただきました親睦委員会の濵嵜委員長
に感謝です。

　第二回川畑会長杯ゴルフコンペでは鮎川会員、濵嵜
会員と一緒にラウンドさせていただきました。楽しく
プレイさせていただいた事に感謝してニコニコします。

　川畑会長杯ゴルフコンペに参加させていただきまし
た。反省を込めてニコニコします。

　川畑会長杯ゴルフコンペ御参加いただきました皆
様、ありがとうございました。熾烈な上位争いが繰り
広げられました。優勝はどなたでしょうか？楽しみに
ニコニコします。

　昨日、南日本広告文化賞表彰式で優秀賞をいただき
ました。壇上で南日本広友会、森俊英会長より賞状を
いただき喜び倍増でした。ニコニコします。

　自宅近くの中洲小学校で持久走大会がありました。
天気に恵まれ、一年生が息を切らしながら一生懸命走
る姿に元気をもらいましたのでニコニコします。

　妻の誕生日に「お花」をいただきました。とても喜ん
でいました。ニコニコします。

　昨日、長男が福岡の大学に合格しました。大学でも
野球をするようで高校で果たせなかったベンチ入りを
目指します。彼の頑張りを楽しみにしています。

上期反省

外部卓話
鹿児島銀行営業統括部
永倉　　健　様

夜間例会

クリスマス家族会１８：３０～
城山ホテル鹿児島

会長幹事　上期を終えて

〈プログラム〉クラブフォーラム（ロータリー戦略計画）

〈会務報告〉
１．２０２２－２０２３年度ガバナーについて（ご報告）
　　鹿児島ロータリークラブ　山ノ内　文治　会員に
　　決定いたしました。
　２．例会終了後、定例理事会を開きます。
　３．来週の第２８０４回例会は年次総会です。
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前回の例会記録 （ 12月9日分）
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山之氏　秀  行 君

川  畑　宏  二 君、菊 永　昭二郎 君

市内ＲＣ例会プログラム
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■11月25日例会の報告
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■前回の例会（12月9日）の報告

次 回
予 告

12月23日（水）１8：３０～城山ホテル鹿児島

クリスマス家族会

令和２年１１月２６日

鹿児島西ロータリークラブ
会長　川畑　宏二　様

鹿児島玉龍高等学校
校長　下田　造道

「卒業生に学ぼう！（職業講演会）」について（お礼）

　時下、貴殿におかれましてはますますご清祥のことと
お慶び申し上げます。
　さて、先日はご多忙中にもかかわらず、本校１年生対
象の「卒業生に学ぼう！（職業講演会）」のために、８名の
講師の先生方、および８名のコーディネーターの方々を
派遣していただき誠にありがとうございました。
　お蔭をもちまして、各講座で興味深い授業が実施さ
れましたことに厚くお礼申し上げます。ご教示いただ
きましたことは、生徒の学習意欲の喚起や進路研究の
動機付けとして大いに参考になるものであったと考え
ております。
　終わりに、貴殿のますますのご活躍をお祈り申し上
げます。略儀ながら書面をもってお礼といたします。

令和2年11月12日(木）
玉龍高校１年生　総合的な探究の時間
　　　　　「卒業生に学ぼう！（職業講演会）」開催


